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2021 年度末報告書（資⾦分配団体） 
● 提 出 ⽇ ：    2022 年 4 ⽉ 30 ⽇ 
● 事 業 名 ：       被災者の⼼の健康とコミュニティを守る事業  
● 資⾦分配団体 ：    ⼀般財団法⼈ふくしま百年基⾦ 
● 新型コロナウイルス対応緊急⽀援助成（通常枠での追加助成）の有無 ： þ有 ☐無 
 

① 実績値 
【資⾦⽀援】 

アウトプット 指標 ⽬標値 
 

達成時
期 

現在の指標の達成状況 進捗
状況
＊ 

 

福島県において、被災者の⼼の
健康を強化するための活動（⾒
守り・⼼のケア・相談・コミュニ
ティ形成等）を⾏なう実⾏団体
が選定される。 
 

選定された実⾏団体
の数（定量）と幅（定
性：様々なジャンル） 
 

数：4 団体 
幅：4 つの様々なジャンル
の団体 
 

2021 年
4 ⽉ 
 

2021 年 4 ⽉第⼀次公募で NPO
法⼈コースター、及び、NPO 法
⼈いわき放射能市⺠測定室の 2
団体が選定、7 ⽉の第⼆次公募で
⼀般社団法⼈ Teco、及び、ふく
しまこども⾷堂ネットワークの
2 団体が選定された。 
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福島県において、選定された実
⾏団体間あるいは実⾏団体と外
部ステークホルダー（企業・⾏政
等）との具体的な事業連携もし
くはネットワークが形成され
る。 
 

・形成された事業連携
もしくはネットワー
クの数 
・実⾏団体に関⼼を持
った外部ステークホ
ルダーの数 
 

事業連携等：4 事例 
外部ステークホルダー： 
のべ 10 団体 
 

2024 年
3 ⽉ 
 

当初の予定より遅れたものの選
定 4 団体との資⾦提供契約は
2021 年 10 ⽉締結、各々の団体
の活動が正式に開始された。各
団体向けに昨年 12 ⽉に事前評価
研修を実施、⽉次進捗ミーティ
ングは本年度より本格的に開始
されている。コロナ禍の影響も
あり対⾯での⾯談が出来ない等
の制約はあるが⼀部を除き順調
に活動開始されている。 
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福島県において、選定された実
⾏団体による被災者・避難者の
置かれた状態に関する調査が実
⾏される。 
 

・実⾏された調査の数 
・実⾏された調査の網
羅性 
 

調査数：4 事例 
網羅性：被災者・避難者の
50%相当 
 

2024 年
3 ⽉ 
 

各団体の活動は 2022 年度より本
格化する為、各種調査について
も今後結果が積み上がる事を期
待する。 
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【⾮資⾦的⽀援】 
アウトプット 指標 ⽬標値 達成時

期 
現在の指標の達成状況 進捗

状況
＊ 

 

福島県において、「災害ケースマ
ネジメント」の実施体制や⼿法
の検討が進む。 
 

実施体制・⼿法の確⽴ 
 

確⽴されている 
 

2022 年
3 ⽉ 
 

事業の実態に即した対応を検討
したい 

  4  

福島県において、選定された実
⾏団体への定期的かつ効果的な
伴⾛⽀援が実施される。 
 

・伴⾛⽀援の実施回数 
・伴⾛⽀援に伴う実⾏
団体の変化（ガバナン
ス・コンプライアンス
体制の整備、専従⼈員
の確保、休眠預⾦事業
以外の事業の発展、フ
ァンドレイジングな
ど） 
 

・実施回数：36 回（⽉ 1 回） 
・実⾏団体の変化：選定さ
れた実⾏団体ごとに⽬標
状態を設定 
 

2024 年
3 ⽉ 
 

昨年 10 ⽉各実⾏団体と資⾦提供
契約締結、本年より⽉次進捗ミ
ーティングが開始されている。
⼜、昨年 12 ⽉には全団体向けに
事前評価研修を実施、本年 2 ⽉
には復興公営住宅住⺠⽀援をテ
ーマとするコースター、及び、
Teco を対象に神⼾より講師を招
き神⼾の復興公営住宅の問題点
等について学びの機会を設定し
た。今後も適宜テーマを選択し
ての研修、現場訪問時のアドバ
イス等伴⾛⽀援を提供して⾏く
⽅針。 
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福島県において、選定された実
⾏団体の情報発信等を⽬的とし
た事業報告会が開催される。 
 

・事業報告会の開催回
数 
・事業報告会への参加
⼈数 
・実⾏団体に関⼼を持
った参加者の数 
 

・開催回数：3 回（年 1 回） 
・参加⼈数：のべ 150 名 
・関⼼を持った参加者数：
のべ 100 名 
 

2024 年
3 ⽉ 
 

2022 年度より各団体の活動が本
格化する予定。今後の活動、及
び、その結果を通して事業完了
時に価値のある事業報告会を開
催出来る事を期待している。 
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＊進捗状況：1 計画より進んでいる 、2 計画どおり進んでいる 、3 計画より遅れている、4 その他 
 
② 事業進捗に関する報告 
1.事業計画に掲げた短期アウトカムの達成の⾒込み 

  2.概ね達成の⾒込み 
2.アウトカムの状況 

A：変更項⽬ 
þ変更なし ☐短期アウトカムの内容 ☐短期アウトカムの表現  ☐短期アウトカムの指標 ☐アウトカムの⽬標値 
 

3.⾮資⾦的⽀援の活動に関する報告 
全団体向けの事前評価研修の実施、復興公営住宅住⺠⽀援をテーマにする団体向けに神⼾より講師を招いての、神⼾の事例と経験を学
ぶ機会を設定、⽉次ミーティング、及び、その前後に組織運営、会計処理等の問題について適宜アドバイスを提供している。今後はコ
ロナ禍の状況を⾒た上で、各団体の活動現場を訪問し、活動上の問題点を解決する⽅針で活動を継続して⾏く。 
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6. 新型コロナウイルス感染拡⼤に対して、事業活動を⾏う際に⼯夫した点 
リアルでの会議、対⾯での活動が制限される環境の下、オンラインでのWEB会議を前提に各団体、JANPIA側との連絡、交渉、調整に努め
た。⼜、事務所内に於いては、マスクの着⽤、毎⽇の⼿指の消毒、三密の回避、定期的な換気等の実施等の基本的な感染対策を励⾏した。
⼜、WEB上での情報発信については常に念頭に置き実⾏する様配慮した。 

 
③ 広報に関する報告 
1. シンボルマークの使⽤状況 

þ⾃団体のウェブサイトで表⽰している  ☐広報制作物に表⽰している  
☐報告書に表⽰している ☐イベント実施時に表⽰している ☐その他 
→「その他」を選択した場合は記載してください（⾃由記述）： 

 
2. 広報 

1.メディア掲載（TV・ラジオ・新聞・雑誌・WEB等） 
休眠預⾦・通常枠の活動状況については当団体WEB、及び、SNS等の媒体に情報掲載しており、今後も継続の予定。 

2.広報制作物等 
 

3.報告書等 
 

4.イベント開催等（シンポジウム、フォーラム等） 
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④規程類の整備に関する報告  
1. 規程類を web サイト上で広く⼀般公開していますか。 

þ 全て公開した ☐⼀部未公開 ☐未公開 
→「⼀部未公開」「未公開」を選択した場合の理由と公開予定⽇： 

 
2.  変更があった規程類に関して JANPIA に報告しましたか。 

þ はい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
⑤ガバナンス・コンプライアンスに関する報告 
1. 社員総会、理事会、評議会は定款の定める通りに開催されていますか。 

þ はい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
2. 内部通報制度は整備されていますか。 

þはい  ☐いいえ 
→「はい」の場合の設置⽅法（複数選択可）：þ内部に窓⼝を設置  ☐外部に窓⼝を設置  ☐ JANPIA の窓⼝を利⽤ 
 

3. 利益相反防⽌のための⾃⼰申告を定期的に⾏っていますか。 
þ はい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
4. 関連する規程の定めどおり情報公開を⾏っていますか 

þ はい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 
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5. コンプライアンス委員会は定期的に開催されていますか。 
þ はい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
6. 報告年度の内部監査⼜は外部監査を実施予定ですか。（実施済みの場合含む） 

þ 内部監査を実施  ☐外部監査を実施  ☐実施する予定がない 
→「実施する予定がない」を選択した場合の理由： 

 

添付資料 

活動の写真（画像データは 1枚２MG以下、3〜4枚程度） 


